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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２６年８月７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（橋脚） 

発生日時 平成２６年２月２３日（日） １７時２０分ごろ 

発生場所 広島県呉市釣士
りょうし

田
だ

港北西方沖 

 釣士田港釣士田防波堤灯台から真方位３２１°１,５９０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°０９.３′ 東経１３２°２９.６′） 

事故調査の経過  平成２６年２月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート しおかぜ、４.８トン 

 ＨＳ３－４３０７１（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.９１ｍ（Lr）×２.７７ｍ×０.９５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４２３.００kＷ、平成７年７月１３日 

 第２９１－３５５５６号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５１歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５６年５月８日 

  免許証交付日 平成２３年９月２０日 

         （平成２９年５月７日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

 損傷 船首部が破損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者２人を乗せ、愛媛県松山市

二神
ふたがみ

島でのレジャーを終えて帰るため、平成２６年２月２３日１６時

３０分ごろ同島を出発し、船長は、操舵室の椅子に座って手動操舵で

航行した。 

 船長は、広島県江田島市能美島とその東方の呉市倉橋島との間に架

かる早瀬大橋南方１２０ｍ付近を同橋中央部付近を通過するため、約

１９ノット（kn）の対地速力で北進中、急にうとうと
．．．．

し始めたとこ

ろ、本船が、１７時２０分ごろ早瀬大橋の橋脚に衝突した。 

 船長は、操舵室で倒れているところを同乗者に発見され、同乗者か

ら連絡を受けた僚船に最寄りの漁港まで運ばれた。 

船長は、救急車で病院に搬送され、頭部裂傷、顔面裂傷等と診断さ

れた。 
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本船は、巡視艇にマリーナへえい
．．

航された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 東南東、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の中央期、潮流 南南東流約２.０kn 

 その他の事項 船長は、本事故前日、遊漁船の船長として職務に従事しており、本

事故当日、０６時００分ごろ広島港を出発し、途中、釣りをしなが

ら、１２時ごろ二神島に着き、レジャーをしたので、少し疲れを感じ

ていた。 

同乗者２人は、本事故時、客室で仮眠をとっていた。 

船長は、搬送された病院で意識が戻った。 

船長は、本事故発生場所付近の航行経験は豊富であり、ふだん、早

瀬大橋を通過するときは同橋の中央部を通っていた。 

船長は、ＧＰＳプロッターを使用していた。 

本船は、舵中央でも船首が右方に向く傾向があった。 

船長及び同乗者は、全員が救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

あり 

 本船は、釣士田港北西方の早瀬大橋南方沖において、同橋中央部付

近に向けて手動操舵で北進中、操船中の船長が眠気を催し始めたこと

から、右回頭し、早瀬大橋の橋脚に衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、釣士田港北西方の早瀬大橋南方沖において、同

橋中央部付近に向けて手動操舵で北進中、操船中の船長が眠気を催し

始めたため、右回頭し、早瀬大橋の橋脚に衝突したことにより発生し

たものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・疲れを感じた時には、適宜休憩し、疲れが取れてから出航するこ

と。 

 


